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主催：高知大学地域連携推進センター域学連携推進部門／共催：土佐町教育委員会 

申し込み日 各講座の前日まで 

申し込み先 土佐町教育委員会事務局（TEL 0887-82-0483） 
 

※当日の参加も可能ですが、できるだけ事前にお申し込み下さい。 

 

受講される方には 

テキストを配布し、 

３回以上出席された 

方には修了証書を 

授与します。 

 

 

     
       （開講式含む） 

 

 

 

 

 
高知大学 人文社会科学系 

教育学部門 准教授 

是永
こ れ な が

 かな子
こ

 

 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高知大学 人文社会科学系 

教育学部門 教授 

玉
た ま

瀬
せ

 友
ゆ

美
み

 

 

第 3 回のみ 場所：土佐町立図書館ホール  



講座題目・講師一覧 
 

開催日 時間 講座の内容と講師 

第 1回 

 

7月 21日 

（火） 

19:00～ 

 19:15 
開  講  式 

19:15 

～ 

20:45 

題目 子どもの視点からの子育て 講師 是永 かな子 

【内容】「何度言っても、言うことを聞かない」といらいらすることはありませんか？もしかしたら、大人は「言った」と思っていて

も、子どもには「伝わっていない」のかもしれません。どうしたらいいのか分からない中で怒られてばかりでは、子どもは意欲や自

信を失っていきます。大人の「伝わらない」、子どもの「分からない」という悪循環を断ち切るために、子どもの立場から、映像など

を用いた具体例を通して、よりよい子育ての方法を一緒に考えてみましょう。 

第 2回 

 

7月 29日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 
『知っちゅう』を『備えちゅう』に変えるために 
今日から楽しくはじめよう『いつも防災』 

講師 大槻 知史 

【内容】防災は難しいもの、専門家がやるもの、女性は口を出さないもの、楽しんではいけないもの、そんな先入観は捨ててし

まいましょう。ご家庭での毎日の暮らしや、学校でのイベント、ご近所・サークルや職場での普段の活動に+αを加えるだけで、

防災は楽しくカンタンにはじめられます。 

楽しく、無理なく今日からはじめられる「いつも防災」について実例をまじえながら、一緒に考えましょう。 

 

第 3回 

 

8月 6日 

（木） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 読み聞かせの魅力 ～なぜ読み聞かせは大事なのか～ 講師 玉瀬 友美 

【内容】絵本の読み聞かせは昔から変わらない光景です。これだけ長い間子どもと大人の間で続けられてきた読み聞かせは

おそらく、子どもにとっても大人にとっても、とても大事で魅力的な経験に違いありません。絵本の読み聞かせは子どもの感情、

想像力、言語能力、コミュニケーション能力などさまざまな側面に影響を与えます。また、子育て期を過ぎた中高年の方々にとっ

て、読み聞かせは自分の子ども時代や子育て時代を懐かしく思い出し、人生を振り返るひとときになるものでもあるでしょう。 

本講座では、絵本をいくつかご紹介しながら、なぜ読み聞かせは子どもにとっても大人にとっても大事な経験であるのかを、心

理学で明らかになっていることを含めながらお話したいと思います。 

第 4回 

 

8月 20日 

（木） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 地域づくりは”ないものねだり”から”あるもの探し”へ 
-地域の未来は自分たちの手で創る- 

講師 須藤 順 

【内容】人口減少やコミュニティの希薄化、産業の衰退など、地域は多くの課題に頭を悩ませています。そうした中、地方創生

の掛け声のもと、全国各地で様々な取り組みが進められています。 

従来、地域活性化に向けては、公共事業や企業誘致、イベント開催が中心的に行われてきました。そして、多くの外部の専門

家が課題解決に取り組んできました。しかし、今解決しなければならない課題の多くは、そうした専門家の知見をもってしても解

決できないというのが現状です。加えて、これまで正解だと思われてきた知識や手法、ノウハウが通用しない、そんな状況が訪

れています。地域が抱える課題を解決し、よりよい地域の未来を創る主役は、誰でもない、そこに暮らす地域住民自身です。行

政や外部専門家に依存するのではなく、地域住民が当事者意識を持ち、立場や価値観の違いを超えて協働・共創していくことで

しかこれからの地域を救う道はないのかもしれません。 

本講座では、地域住民が主体となって地域の活性化に向けて取り組む事例を紹介しながら、一緒に、これからの地域づくりに

必要な視点について考えていきます。 

第 5回 

 

8月 27日 

（木） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 どうせなら楽に治そうがん 
-早期発見・体にやさしい手術・最新のロボット手術- 

講師 小林 道也 

【内容】日本人の死因のトップはがんを代表とする悪性新生物です。2 人に１人ががんになり、3 人に 1 人ががんで死亡する

といわれますが、これはあくまで数字上の問題です。しかしそれほどがんが多くなってきています。 

がんの治療は、１）手術、２）抗がん剤治療、３）放射線治療、がその代表ですが、がんの種類、患者さん個々の状態を考えて

治療法を選択しなければなりません。しかし、早期発見できれば少しでも楽な治療法を選択することが可能となり、さらにがんが

治る可能性も高くなります。早期発見のためには検診が重要ですが、日本の検診の現状と欧米との違いについてお話しします。 

また、大腸癌を例にとって、検診、大腸カメラでの治療、内視鏡外科手術、また私どもが取り組んでいる究極の傷の目立たない

単孔式内視鏡手術、さらに最新のロボット手術についても解説します。 

20:30～ 

 20:45 

 

 

閉  講  式 
（修了証書授与） 

 

  

 HISIX FM 高知 http://www.fmkochi.com/  

             

－ ご 案 内 － 

『 THE こうちユニバーシティ CLUB 』 
 
～毎週日曜日 休日の朝のひととき  

【 9 時半からの 25 分間 】ぜひお楽しみ下さい。～ 

 

“THE こうちユニバーシティ CLUB”では、 

学生、教職員、OB・OG、保護者、そして 

高知大学の絶大なるサポーターである地域の皆様 

それぞれの目線で、高知大学が行っている教育、 

研究、地域貢献、また未来を創造する人材の育成、 

地域の皆様方との触れ合いについてお伝えします。  

高知大学ラジオ番組 

高知大学地域連携推進センター、 

域学連携推進部門では、いろいろな学習の場
を提供しています。 

なんでもお気軽にご相談下さい。 

お問合せ先：高知大学 地域連携推進センター 域学連携推進部門 

連絡先 ：TEL 088-844-8454／FAX 088-844-8556 

E-mail  ：kokaikoza@kochi-u.ac.jp 

HP URL ：http://www.kochi-coc.jp/ HP：http://www.kochi-coc.jp/ 

場所：土佐町立図書館ホール  


